
富山高等専門学校 電子情報工学科 教員公募 

１．職名及び人員  講師又は助教 １名 
２．所属    電子情報工学科 
３．専門分野    電子情報系分野（IoT, 組込みシステム, 信号処理など） 
４．担当授業科目等 電子情報系科目（電子回路，電磁気学，電子通信工学, メディア工学など, 

ハードウェアおよびソフトウェア領域に関する科目）および，電子情報工
学実験，卒業研究，専攻科特別研究等の実験・実習・研究指導，など

５．応募資格  （１）博士又は PhDの学位を有する方
なお，博士の学位を取得見込みの方は任期付助教(任期は採用日から

３年間)として採用する。任期中に博士の学位を取得できない場合は，
３年間の任期満了時に退職となる。採用日までに，あるいは任期中に
博士の学位を取得した場合は,任期を付さない教員となる。

（２）実践的な高専の教育・研究に強い意欲を持ち，学級担任，学生指導，寮

生指導，クラブ指導などにも理解と熱意を持って取り組める方
（３）共同研究や公開講座など地域貢献に意欲のある方
（４）着任時における年齢が 35 歳未満の方が望ましい（雇用対策法施行規

則第 1条の 3 第 1項 3号のイの適用により長期勤務によるキャリア形
成を図るため）

※別添「富山高等専門学校の教員が携わる職務の概略について」を参照
６．採用予定日  令和３年４月１日 
７．提出書類   （１）教員選考個人調書（本校書式）

  写真貼付。電話番号及び電子メールアドレスを必ず記入すること 
（２）教育業績調書（本校書式）
（３）研究業績調書（本校書式）
（４）自己推薦書（本校書式）
（５）応募者について所見を伺える方１名以上の連絡先（氏名，所属，職位，

電話，電子メールアドレス） (様式自由) 
（６）学位取得に関する計画書（様式自由，Ａ４判１枚程度で具体的な取得

計画を記載する） ※学位（博士）取得見込みの方のみ
８．応募締め切り日 令和２年７月 10 日（金）17：00 必着 
９．選考方法    一次選考 書類審査 

  二次選考 面接及び模擬授業による審査（一次選考合格者に対して実施日時

を連絡する。二次選考に係る旅費，宿泊費等は個人負担とする。）
10．応募書類提出先 〒939-8630 富山県富山市本郷町１３番地 

富山高等専門学校総務課人事労務担当 
（℡ 076-493-5491） 

※封筒の表に「電子情報工学科教員応募書類在中」と朱書きの上，「簡易書留」で郵送す



ること。応募書類は原則として返却しない。応募者の個人情報は富山高等専門学校の
教員を採用するという目的のために利用するものであり，富山高等専門学校以外の第
三者には提供又は公表はしない。提出書類の各様式は， 
本校ホームページ（https://www.nc-toyama.ac.jp/recruit/faculty/） 
からダウンロードし使用すること。(Microsoft Excel, PDF) 

11．問い合わせ先 富山高等専門学校 電子情報工学科長 小熊 博 
Ｅ-mail：oguma@nc-toyama.ac.jp 

12．その他    本校ではダイバーシティー尊重の観点から，女性，外国籍，障害を有する方
の応募を歓迎します。  



富山高等専門学校の教員が携わる職務の概略について 
 
高専教育は 15 歳からの 5年間（商船学科は５年半）の一貫教育及び続く専攻科２年間のより専門的な教

育で，高い実践力を備えた技術者，ビジネスパーソンの育成を旨としています。教育内容や学生の年齢層の
広さから，教員は独創的・創造的な教育・研究活動の展開が可能です。高専教育に情熱を持って取り組んで
いただくために，高専教員の職務・職責の内容の主なものを記します。 
（１）学業指導 
○授業 
本科における講義，実験実習，各種ゼミ，卒業研究などにあたっていただきます。さらに専攻科の講義や

実験実習がこれに加わります。定期試験は年 4 回あり，成績不振学生に対する個別指導に加え，実験実習
科目では，実験指導とレポート作成指導が重要です。そして教員相互に行う授業評価や年度末に行う学生の
授業評価などを通して，教育方法の継続的改善に取り組むことが求められます。 
○卒業研究および特別研究 
専門学科における卒業研究は，高専教育の最重要科目の一つであり，担当教員には高い指導力が求められ

ます。教員一人あたり 2～4名の学生を指導します。加えて専攻科学生１～２名を担当し，特別研究の指導
を行います。なお，特別研究を受け持つには教員業績審査があります。 
（２）校務分担 
○学級担任 
学級担任は，一学級 40 人程度の学生への勉学や生活指導など，学生生活全般にわたる指導を行います。

毎日の教室清掃指導，各種学校行事の指導，学生への個人面接や保護者との懇談などが重要な職務です。加
えて校外実習，見学旅行の引率指導。さらに就職・進学の進路指導（キャリア教育・インターンシップを含
む）について強い意欲を持って取り組んでいただきます。 
○各種委員会・会議 
教務委員会，学生委員会，寮務委員会をはじめ各種委員会，さらに研究や国際交流に関する部署があり，

それに所属することがあります。各主事やセンター長のもとに，それぞれの委員会メンバーが中心となって
校務の運営にあたっています。また定期的に教員会議や学科会議等で校内の情報交換や学校運営に対する
意見の集約を図っています。 
○クラブ顧問 
クラブ顧問としての日常的なクラブ指導があります。運動系，文科系ともに各種大会・発表会への参加指

導，運営協力，及び引率があります。実技指導力は必ずしも求められませんが，クラブ所属学生の安全管理
につとめ，クラブ運営に関する積極的な指導・助言を行います。 
○学寮の宿日直 
高専には学生寮が設置されており，教育寮という位置づけから，教職員が主体的にその運営・指導に当た

る必要があります。原則として全教員に学寮の宿直又は日直（日直は土・日・祝日のみ）が割り当てられま
す。200 名近い男女寮生の指導は，本校教員の重要な教育業務の一つです。 
（３）研究・社会活動 
○研究 
高専の教員には，自分の専攻分野における研究業績も求められます。自らの学術的研究成果を積み上げる

ことはもとより，研究に対する意欲的な姿勢と成果は，学校全体の教育活動の活性化を促し，地域社会への
貢献にもつながるものです。全教員に科研費申請をお願いしています。 



○社会貢献 
共同研究，受託研究，公開講座，出前講座など地域連携活動を展開しています。地域社会から様々な形で

本校の学術的・教育的資源に期待が寄せられています。積極的に地域社会に対して貢献する姿勢が要求され
ます。本校への志望を促す意識喚起（広報）や，本校卒業生の進路開拓にもつながる重要な活動です。 

 
（※本資料は，本校教員の職務等を理解していただくための参考資料です。） 


